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 本研究領域は、連続変形に対する不変性を数学的に捉えたトポロジーとい

う概念に着目し、強い電子相関や結晶構造の対称性、およびナノスケール構

造に内在するトポロジーを基軸として新奇物性開拓とマヨラナ準粒子など新

奇準粒子状態の探索を行い、その背後にあるトポロジカル物質科学の基礎学

理構築を目指すものである。提案された研究内容は新規性と重要性に優れ、

トポロジカル量子現象研究の黎明期に世界に先駆けた横断的研究を行い、大

きな成果を上げた新学術領域研究「対称性の破れた凝縮系におけるトポロジ

カル量子現象」（平成 22～26 年度）からの格段の発展が期待される。研究期

間終了後に期待される個々の成果はいずれも革新的であり、将来の応用に向

けた基盤の確立なども期待される。 

 研究組織は、「強相関」、「対称性」、「ナノ構造」という 3 要素とトポロジー

の融合から新奇物性の発見と新概念の創出を目指す 3 つの計画研究（A01、

B01、C01）と、普遍概念の構築を目指す理論的計画研究（D01）から構成され

ている。計画研究 A01～C01 では実験と理論で十分な実績を持つ研究者が配置

され、両者の緊密な連携が期待される。また、計画研究 D01 では冷却原子気

体や素粒子など物性以外の理論研究者も配置され、各計画研究間の連携強化

と物性物理の枠を超えた基礎学理の構築を目指す体制が高く評価される。総

括班を中心とする若手育成と国際連携の計画も妥当であり、十分な研究体制

と判断される。 

 一方で、各計画研究の成果から普遍的な基礎学理を構築していく過程やト

ポロジーの概念を物質科学以外の他分野へ波及させる方法については、より

具体的な検討が望まれる。 

  


